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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第76期
第１四半期
累計(会計)期間

第77期
第１四半期
累計(会計)期間

第76期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ６月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (千円) 1,027,448861,7994,300,448

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) 16,272 △15,536 61,673

四半期(当期)純利益又
は四半期純損失(△)

(千円) 24,224 △41,294 21,655

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,000,0001,000,0001,000,000

発行済株式総数 (千株) 19,167,71519,167,71519,167,715

純資産額 (千円) 1,933,1401,873,3391,922,680

総資産額 (千円) 5,426,2804,963,8295,174,974

１株当たり純資産額 (円) 103.44 100.25 102.89

１株当たり四半期
(当期)純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) 1.30 △2.21 1.16

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.6 37.7 37.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 27,579 22,957 379,618

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △34,010 △16,419△120,610

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 29,789 △45,028△193,406

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 366,976 370,728 409,219

従業員数 (名) 149 157 155

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後の１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、また第77期第

１四半期累計(会計)期間は、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

５　第76期は、減損損失を53,900千円計上しております。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

関連会社はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年６月30日現在

従業員数(名) 157     (45) 

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は( )内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数で記載しておりま

す。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間における生産実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

衛生機器事業 458,631 ―

合計 458,631 ―

(注) １　金額は、製造原価によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 商品仕入実績

当第１四半期会計期間における商品仕入実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

衛生機器事業 188,586 ―

合計 188,586 ―

(注) １　金額は、仕入原価によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 受注状況

当社は、見込み生産を行っているため、該当事項はありません。
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(4) 販売実績

当第１四半期会計期間における販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

衛生機器事業 861,799 ―

合計 861,799 ―

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。
　

相手先

前第１四半期会計期間 当第１四半期会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

タカラスタンダード㈱ 215,129 20.9 132,451 15.4

㈱ハウステック ― ― 86,741 10.1

ナスラック㈱ 131,764 12.8 ― ―

　　(注)　㈱ハウステックの前第１四半期会計期間及びナスラック㈱の当第１四半期会計期間については、当該割
合が100分の10未満のため記載を省略しております。

　

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、各種政策の効果や外需主導で景気は緩やかな回復基調

となりました。しかしながら、雇用・所得環境は依然として厳しく、また欧州信用不安の影響など、先行き

不透明感を払拭できない状況が続くものと思われます。

当社関連業界におきましては、新設住宅着工戸数が前年比減少率が縮小するものの依然として低水準

で推移する中、景気の二番底懸念も増しており、今後も厳しい市場環境が続くものと思われます。

こうした状況の中、フロントスリムトイレ「イーフィットクリンアルファ」「ココクリンアルファ」

「バリュークリン」の拡販に注力してまいりました。また、新規取引先の獲得による工場稼働率の向上を

進めてまいりました。コスト管理におきましては、全社横断のコスト削減活動「シェイプアップ77」を一

層強化し、生産部門で製造原価低減をさらに推進し、営業・開発・管理部門も含めた全社一丸となり、収

益率の向上に努めてまいりました。

その結果、当第１四半期会計期間の売上高は、861百万円と前年同四半期と比べ165百万円(16.1%)減少

いたしました。利益面につきましては、営業損益は、17百万円の損失と前年同四半期と比べ37百万円の減

少、経常損益は、15百万円の損失と前年同四半期と比べ31百万円の減少、四半期純損益は、41百万円の損失

と前年同四半期と比べ65百万円の減少となりました。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

流動資産は、前事業年末に比べて、199百万円減少して1,877百万円となりました。これは主として、受取

手形及び売掛金の減少143百万円と現金及び預金の減少38百万円によるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べて、11百万円減少して3,086百万円となりました。これは主として株価

下落による投資有価証券の減少８百万円によるものであります。

この結果、総資産は前事業年末に比べて、211百万円減少して4,963百万円となりました。

(負債)

流動負債は、前事業年度末に比べて、105百万円減少して1,178百万円となりました。これは主として、支

払手形及び買掛金の減少107百万円、賞与引当金の減少38百万円と未払金の増加41百万円によるものであ

ります。

固定負債は、前事業年度末に比べて、55百万円減少して1,912百万円となりました。これは主として、長

期借入金の減少44百万円によるものであります。

この結果、負債合計は前事業年度末に比べて、161百万円減少して3,090百万円となりました。

(純資産)

純資産は、前事業年度末に比べて、49百万円減少して1,873百万円となりました。これは主に四半期純損

失を計上したことによるものであり、自己資本比率は37.7%となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前事業年度末に比べ

38百万円減少し、370百万円となりました。

当第１四半期会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期会計期間における営業活動による資金の増加は、22百万円となりました。これは主とし

て、売上債権の減少143百万円、減価償却費37百万円による資金の増加と、税引前四半期純損失39百万円、

仕入債務の減少107百万円による資金の減少によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期会計期間における投資活動による資金の減少は、16百万円となりました。これは主とし

て、有形固定資産の取得によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期会計期間における財務活動による資金の減少は、45百万円となりました。これは主とし

て、長期借入金の返済によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期会計期間における研究開発活動の金額は、27百万円であります。

なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 73,000,000

計 73,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年８月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,167,71519,167,715
名古屋証券取引所
(市場第二部)

株主としての権利内容に制限
のない、標準となる株式であ
り、単元株式数は1,000株であ
ります。

計 19,167,71519,167,715― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年６月30日(注) ― 19,167,715― 1,000,000△150,000100,000

(注)　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少し、その他資本剰余金へ振り替えたものであります。

　
(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　　480,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 18,585,00018,585 ―

単元未満株式 普通株式　　102,715　　 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 19,167,715 ― ―

総株主の議決権 ― 18,585 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式365株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ジャニス工業株式会社

愛知県常滑市唐崎町
２丁目88番地

480,000― 480,000 2.50

計 ― 480,000― 480,000 2.50

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月 ５月 ６月

最高(円) 66 68 68

最低(円) 61 55 61

(注)　最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期累計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期

会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期累計期間(平成22年４月１日か

ら平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年６月30日まで)及び前第１四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)に係

る四半期財務諸表については、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第１四半期会計期間(平成

22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月

30日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けており

ます。

なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年

７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となりました。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 370,728 409,219

受取手形及び売掛金 1,023,880 1,167,444

製品 348,758 368,484

仕掛品 46,743 50,726

原材料及び貯蔵品 65,761 67,435

前渡金 3,247 1,425

前払費用 15,268 10,536

その他 8,623 7,477

貸倒引当金 △5,669 △5,763

流動資産合計 1,877,342 2,076,986

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 369,034

※1
 360,324

構築物（純額） ※1
 32,184

※1
 32,064

機械及び装置（純額） ※1
 297,758

※1
 314,372

車両運搬具（純額） ※1
 252

※1
 279

工具、器具及び備品（純額） ※1
 44,742

※1
 45,009

土地 2,049,728 2,049,728

建設仮勘定 12,290 6,897

有形固定資産合計 2,805,992 2,808,676

投資その他の資産

投資有価証券 47,656 55,728

出資金 120 120

破産更生債権等 14,170 14,170

長期前払費用 1,478 1,592

差入保証金 38,568 38,718

投資不動産（純額） ※2
 173,471

※2
 173,951

その他 40,700 40,700

貸倒引当金 △35,670 △35,670

投資その他の資産合計 280,495 289,311

固定資産合計 3,086,487 3,097,987

資産合計 4,963,829 5,174,974
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 466,222 573,750

短期借入金 350,000 350,000

1年内返済予定の長期借入金 179,952 179,952

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

未払金 73,494 32,138

未払費用 24,046 31,963

未払法人税等 3,575 10,420

未払消費税等 10,002 14,948

前受金 3,948 4,079

預り金 18,356 4,550

設備関係支払手形 13,775 9,003

賞与引当金 15,065 53,602

その他 9 9

流動負債合計 1,178,446 1,284,417

固定負債

社債 70,000 70,000

長期借入金 704,634 749,622

繰延税金負債 1,091 1,455

再評価に係る繰延税金負債 675,354 675,354

退職給付引当金 261,888 267,952

長期未払金 40,470 41,410

長期預り保証金 158,605 162,081

固定負債合計 1,912,043 1,967,875

負債合計 3,090,490 3,252,293

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金

資本準備金 100,000 250,000

その他資本剰余金 50,000 218,339

資本剰余金合計 150,000 468,339

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 △233,550 △510,595

利益剰余金合計 △233,550 △510,595

自己株式 △34,818 △34,778

株主資本合計 881,630 922,966

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 16,196 24,202

土地再評価差額金 975,512 975,512

評価・換算差額等合計 991,708 999,714

純資産合計 1,873,339 1,922,680

負債純資産合計 4,963,829 5,174,974
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 1,027,448 861,799

売上原価 781,847 666,888

売上総利益 245,600 194,911

販売費及び一般管理費 ※
 225,742

※
 212,100

営業利益又は営業損失（△） 19,857 △17,189

営業外収益

受取利息 8 0

受取配当金 506 787

受取賃貸料 11,902 11,895

受取補償金 844 －

その他 233 4,243

営業外収益合計 13,494 16,927

営業外費用

支払利息 9,677 7,504

売上割引 3,160 3,353

租税公課 2,416 －

その他 1,825 4,416

営業外費用合計 17,079 15,275

経常利益又は経常損失（△） 16,272 △15,536

特別利益

固定資産売却益 100 －

貸倒引当金戻入額 170 94

役員退職慰労引当金戻入額 12,100 －

その他 22 －

特別利益合計 12,393 94

特別損失

固定資産除売却損 2,667 58

環境対策費 － 24,020

特別損失合計 2,667 24,078

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 25,998 △39,521

法人税、住民税及び事業税 1,773 1,773

法人税等合計 1,773 1,773

四半期純利益又は四半期純損失（△） 24,224 △41,294
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

25,998 △39,521

減価償却費 40,271 37,641

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,070 △94

賞与引当金の増減額（△は減少） △37,536 △38,536

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,723 △6,064

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △60,661 －

受取利息及び受取配当金 △515 △787

受取賃貸料 △11,902 △11,895

支払利息 9,677 7,504

固定資産除売却損益（△は益） 2,567 58

長期未払金の増減額（△は減少） 41,410 △940

売上債権の増減額（△は増加） 123,213 143,564

たな卸資産の増減額（△は増加） △30,575 25,382

仕入債務の増減額（△は減少） △100,436 △107,527

その他 40,141 15,757

小計 31,857 24,541

利息及び配当金の受取額 515 787

賃貸料の受取額 11,902 11,770

利息の支払額 △9,629 △7,083

法人税等の支払額 △7,067 △7,059

営業活動によるキャッシュ・フロー 27,579 22,957

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △34,044 △16,271

その他 34 △148

投資活動によるキャッシュ・フロー △34,010 △16,419

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △70,098 △44,988

自己株式の取得による支出 △112 △40

財務活動によるキャッシュ・フロー 29,789 △45,028

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 23,358 △38,490

現金及び現金同等物の期首残高 343,617 409,219

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 366,976

※
 370,728
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第１四半期会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　　会計処理基準に関する事項の変更 (1)　「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企

業会計基準第18号　平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会

計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日)を適用しております。なお、これによる損益に与える影響はありま

せん。

 

　 (2)　貯蔵品の評価方法の変更

　貯蔵品の評価方法については、従来、最終仕入原価法によっておりま

したが、当期より先入先出法で処理するための管理体制が整備された

ため、期間損益及び財政状態をより適正に表示するために、当第１四半

期会計期間より、先入先出法に変更しております。なお、この変更によ

る損益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第１四半期会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

(四半期損益計算書関係)

　「受取補償金」は、前第１四半期累計期間において区分掲記しておりましたが、当第１四半期累計期間において

営業外収益の総額に占める重要性が乏しくなったため、「その他」に含めて表示しております。なお当第１四半期

累計期間の「その他」に含まれる「受取補償金」の金額は、1,168千円であります。

　「租税公課」は、前第１四半期累計期間において区分掲記しておりましたが、当第１四半期累計期間において営

業外費用の総額に占める重要性が乏しくなったため、「その他」に含めて表示しております。なお当第１四半期累

計期間の「その他」に含まれる「租税公課」の金額は、2,353千円であります。

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第１四半期会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の

額を期間按分して算定しております。

２  たな卸資産の評価方法 当第１四半期会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を

省略し、前事業年度末の実地たな卸を基礎として合理的な方法により

算定する方法によっております。

　また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかな

ものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法に

よっております。
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第１四半期会計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　  法人税等の算定方法 　当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　3,969,890千円

    

※２　投資不動産の減価償却累計額　　　 76,046千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　3,935,997千円

    

※２　投資不動産の減価償却累計額　　   75,566千円

　

(四半期損益計算書関係)

　

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年６月30日)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　(1) 販売費
　　　荷造発送費　　　　　　　　　　　 42,420千円
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　 60,981千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　5,373千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　7,298千円
　　　賃借料　　　　　　　　　　　　　 12,246千円
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　1,629千円
　　　旅費交通費　　　　　　　　　　　 12,185千円
　　　外注人件費　　　　　　　　　　　　4,692千円
 
　(2) 一般管理費
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　 10,109千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　791千円
　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　 11,610千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　　676千円
　　　役員退職慰労金繰入額　　　　　　　2,840千円
　　　賃借料　　　　　　　　　　　　　　2,864千円
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　　732千円
 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

　(1) 販売費
　　　荷造発送費　　　　　　　　　　　 33,773千円
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　 59,531千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　5,407千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　5,089千円
　　　賃借料　　　　　　　　　　　　　 11,418千円
　　　減価償却費　　　　　　　　　　　　1,892千円
　　　旅費交通費　　　　　　　　　　　  9,826千円
　　　外注人件費　　　　　　　　　　　　3,264千円
 
　(2) 一般管理費
　　　給料及び諸手当　　　　　　　　　 11,375千円
　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　985千円
　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　 15,715千円
　　　退職給付費用　　　　　　　　　　　　743千円
　　　賃借料                            2,780千円
　　  減価償却費　　　　　　　　　　　　1,045千円
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成21年６月30日)　　　　　

現金及び預金 366,976千円

現金及び現金同等物 366,976千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成22年６月30日)

現金及び預金 370,728千円

現金及び現金同等物 370,728千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末(平成22年６月30日)及び当第１四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平

成22年６月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 19,167,715

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 480,992

　

３  新株予約権の四半期会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、平成22年６月25日開催の第76期定時株主総会決議に基づき、資本準備金をその他資本剰余金に

振替後、その他資本剰余金を繰越利益剰余金の欠損填補に充当したため、当第１四半期累計期間におい

て、資本準備金が150,000千円減少、その他資本剰余金が168,339千円減少し、繰越利益剰余金が318,339千

円増加しております。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。
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(デリバティブ取引関係)

当社はデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

(追加情報)

当第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

当社の事業は、衛生機器の製造・販売の単一セグメントであり、開示対象となるセグメントはありま

せんので、記載を省略しております。

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動

がありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 100.25円
　

　 　

　 102.89円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　

前第１四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 1.30円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －
　

１株当たり四半期純損失金額(△) △2.21円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第１四半期累計期間は、潜在株式が存在しないた

め、また当第１四半期累計期間は、１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第１四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益又は四半期純
損失(△)(千円)

24,224 △41,294

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

24,224 △41,294

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 18,689,697 18,687,143

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月７日

ジャニス工業株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　安　　藤　　泰　　行　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　中　　谷　　敏　　久　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャ

ニス工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第76期事業年度の第１四半期会計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ジャニス工業株式会社の平成21年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
　

 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月５日

ジャニス工業株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    安    藤    泰    行    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鈴    木          實    印

　
　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャ

ニス工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第77期事業年度の第１四半期会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年６

月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ジャニス工業株式会社の平成22年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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